
1．事前調査                                     

（１）試料採取方法 

一般的には、ボーリング機械によりシンウォールサンプラー（φ86×1.0m）やデニソンサ

ンプラー（φ116×1.0m）等のサンプラーを使用して採取する。 

 

（２）試料採取位置 

各地層毎に 1 深度は試料を採取する。 

同一地層でも性状が異なる場合は、それぞれ試料を採取する。 

 

（３）試験に必要な試料長（量） 

1 配合・1 深度について、5～6 本（m）の試料長が必要となる。 

 1 深度×3 添加量×3 供試体×2 材年齢＝36 供試体 

 36 供試体 × 10cm/供試体 ＝ 360cm 

 360cm × （1.2～1.5） ＝ 432～540cm ≒ 5～6m 

 

（４）物理試験 

採取試料について、以下の物理試験を実施する。 

・土の湿潤密度試験 

・土の含水比試験 

 

 

  



2．室内配合試験                                   

 

室内配合試験は、原位置で採取した試料を対象に地盤工学会基準『締め固めを伴わない

安定処理の試験方法（JSF 企画：T21-81T）』に準じて行う。 

 

①室内配合試験の条件 

要  因 数量 内   容 

固
定
要
因 

セメント 1～3 高炉ｾﾒﾝﾄＢ種、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ等 

練り混ぜ水 1 水道水、河川水、海水等、現地の施工状況に応じて選択 

変 

動 

要 

因 

水・セメント比 1 W/C = 100％ 

セメントの添加量 3 

例） 100 kg/㎥ （予備添加量） 

例） 150 kg/㎥ （設計添加量） 

例） 200 kg/㎥ （予備添加量）  

試料深度 任意 改良対象深度 

 

  



②試験方法フロー 

 

 

 

 

  

YES NO

　７日強度
２８日強度

施　　工

六価クロム溶出試験

添加量の決定

・六価クロム溶出試験は、７日強度を確認し
た供試体で試験を行う。(各層×各材料1検
体 計4検体)

例）　1800kN/ｍ2　以上

※　室内配合試験

現状土の試料採取

添加量の選定

例）　200kg/ｍ3

例）　150kg/ｍ3

現場強度＝　例）　600kN/ｍ2

室内配合試験

現場目標強度を満足しているか
一軸圧縮強度試験

物理試験

　・土の湿潤密度試験

例)　100kg/ｍ3 　・土の含水比試験



3.配合容量                                       

 

  （１） 試料採取 （１）

（２） 試料調達 （２）

土性試験 （湿潤密度、含水比）

（３） 混合撹拌 （３）

（４） 供試体作成 （４）

（５） 養生 （５）

（６） 強度試験 （６）

（７） 六価クロム溶出試験 （７）

（８） 配合量の決定 （８）

上記試験結果より、目標強度を満足
する配合量を求め、施工仕様を決定
する。

強 度 試 験

六 価 ク ロ ム 溶 出 試 験

試 料 採 取

試 料 調 達

混 練 り

供 試 体 作 成

養 生

固　化　材

改良対象土をｼﾝｳｵｰﾙ・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞに
より必要量採取する。

配 合 量 の 決 定

運　河　水

採取した原土と固化材，水を混入量
に合わせて計量する。

一軸圧縮強度試験（JIS A 1216）に
て、強度の判定を行う。

セメント系固化材からの六価クロム溶
出量を試験し固化材の適正を確認
する。

試料土と固化材の混合は、ﾎﾊﾞｰﾄﾐｷ
ｻｰを用いて充分混合する。

混合後、ただちにモルタル用モール
ドへ締固めによらない方法で充填す
る。

湿潤状態でかつ20±3゜Cの一定温
度で強度試験実施まで養生する。



4．添加量の決定                                   

 

改良強度を満足する為の室内配合試験による添加量の決定は、以下の通りとなる。 

 

（１）予備添加量のみ室内目標強度を満足した場合は、下記に示すグラフから目標強度を

満足する配合量を選定する。 

 

 

 

 

（２）３添加量ともに室内目標強度を満足しなかった場合は、再度、試料土のサンプリン

グﾞを行い室内配合試験を実施する。 

  

　　室内目標強度（720kN/ｍ2）

（kN/m2）

添加量（ｋｇ/ｍ3）

一
軸
圧
縮
強
さ

設計添加量 予備添加量予備添加量



5．六価クロム溶出試験                                

 

（１）試験方法 

六価クロム溶出試験は JIS K0102 65.2.1（ジフェニルカルバジド吸光光度法）に準じて

行う。試験フローを以下に示す。 

 

  

①　検液の作成（溶出方法）

１） 採取した土壌はガラス製容器等に収める。

試験を直ちに行えない場合には、暗所に保存する。

２） 採取した土壌を風乾し、中小礫、木片等を除き、土塊、団粒を粗砕した後、非金

属の2mmのふるいを通過させて得た土壌を十分混合する。

３） 試料（ｇ）と溶媒（純水に塩酸を加えてpH=5.8～6.3としたもの(mL)）とを１：１０

（Ｗ：Ｖ）の割合で混合する。

４） 混合液が500mL以上になるようにする。

５） 常温（おおむね20℃）常圧（おおむね１気圧）で振とう機（振とう回数毎分200回

、振とう幅4～5cm）を用いて６時間連続振とうする。

６） 溶出した試料液を10～30分程度静置する。

７） 試料液を毎分3,000回転で20分遠心分離した後の上澄み液をﾒﾝﾌﾞﾗﾝﾌｨﾙﾀｰ

（孔径0.45μm）を用いてろ過してろ液を取り、検液とする。

土 壌 の 取 扱

試 料 の 作 成

試 料 液 の 作 成

溶 出

静 置

ろ 過

検 液



 

 

（２）六価クロム基準溶出量 

六価クロム基準溶出量：0.05mg/L 以下 

 

（４）試験材令 

試験材令：7 日 

② 定量方法（ジフェニルカルバジド吸光光度法：JIS K0102 の 65.2.1）

1) 検液40mLまでを分液ロート（100mL）にとり、採取した検液20mLにつき硫酸

（1+1）5mLを加え、これに過マンガン酸カリウム溶液を滴加し、わずかに着色

させる。

2) クロベン（５％）5mL、クロロホルム10mLを加えて30秒間振り混ぜ、静置後、水

層をビーカーに移す。

3) 水層の適量（Ｃｒ（ＶＩ）として0.002～0.05mｇを含む）をＡ，Ｂ２個のビーカーに

とり、水酸化ナトリウム溶液（４％）で中和する。

4) メスフラスコＡ（50mL）に移し、 4) メスフラスコ（50mL）に移し、

硫酸（1+9）3mLを加える。 硫酸（1+9）3mL及びエタ

ノール（95%）を少量加え、

沸騰し、Ｃｒ（ＶＩ）をＣｒ（Ⅲ）

に還元する。放冷後、メス

フラスコＢ（50mL）に移す。

5) メスフラスコＡ及びＢを約15℃に保ち、それぞれにジフェニルカルバジド溶液

（１％）1mLずつを加え、直ちに振り混ぜ、水を加えて50mLの定容とし、5分間

放置する。

6) メスフラスコＡの溶液の一部を吸収セルに移し、メスフラスコＢの溶液を対照液

として波長540ｎm付近の吸光度を測定する。

鉄 等 の 除 去

検 液 採 取

ビ ー カ ー Ａ ビ ー カ ー Ｂ

反 応

吸 光 度 測 定


